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7) スタシトンばこうしたサー ピスの不可分性ほ. i直販が噌ー 可能な流通チャネルであるという
ことを」意味するとしている(但Lこれはサ←ピス自体の流通について述べたものである〉。ま
た清水滋民はサ ピス自体の流通について， それは「 段階流通」であるとしている。 W.J 
Stanton， op. cit.， p.497及び清水滋「サービスり話J. 日本経済新聞社，昭和岨年.30ペー ジを
それぞれ書照りょと。
8) クョンソン他は. i所有権はサー ピスが損なわれやすいところから移転することはできない」

























タントンやヲプロックが指摘している。 W.J. Stanton， op. cit.， p.504 ]JzびC.H. Lovelock， 
op. cit.， p. 481をそれぞれ参照のこじ
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13) W. E. Sasser，“Match Supply and Dcmand in Service Industries，" Harvard Business 
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く. T.レヴィットのいうようにサーピスを提供する企業が非常に人間集約的な活動吉行なって
いるということによると考えられる。 T.Levitt，“ Marketing Intangible Products and Product 
Intangibles，" Hα内 ardBusiness Revt"ew， Vol. 59， No. 3， May-June 1981， p.99，邦乱無
形製品と製品の無形性をどう売り込むか.rダイヤモンド ハー パ ド・ピジネスJ.1981年10月
号.21ベー シを参照のと !-o





















































Ibid目， pp. 261-262 
Ibid.， p. 266 
Ibid.， pp. 266-267を事照のこと。
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19) P. Kotler， Marketing for Nontrofit Org開 izations，2nd ed.， Englewood Cli白， N. J.: Pren. 
tice-Hal， 1982. p. 324 
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21) Jbid. p. 827の議論を参照のこと。




















































23) 例えぽシ zンソン他は， r流通に闘して，サー ビス業にとってのzつの重要な関心事は， (1)ザ
ピースを顧客に近づきやすいものとすること， (2)サー ピス白生産とマー ケティングに対する品質
管理を維持することである」と述べている。このようにサ}ピスの晶質管理の問題は流通にも関
わってぐるのである。E.M. Johnson， etal.，叩.cit.， p.256を参照のことu
























24) C. H. Lovcloclむ“St四 tegiesfor Managing Demand in Capacity.Cons比四1且edService Or-
ganizations，" in G. Foxall Ced.)， Markeれngin the Service lndustries， London: Frank Ca宮市
and Co. Ltd.， 1985， p.13. 
25) Ibid.， pp. 16-20を毒照のこと。
26) W. E. Sa凶er，0止 cit.，pp. 137-140を参照Dこと。
























27) lbid.. p. t:=l8 
28) ζのサー ピス財の品質管理については，次のものを参照するとよい。 G.M. Hostage，“QuaHty 
Control in a Service Business，" Harvard Business Review. VoL 53， No. 4， July-August 
1975， pp. 98-106，風間禎三郎訳，サー ピス産業における品質管理， iダイヤモシド田ハ パ-" 
ゴジネスJ.1976竿10月号〈創刊号). 79~88- ージ。



















"Y) 例えば V.A. -t!イタムル~ーL.L.ベリ -ー11パラスラマンは， r消費者が高品置である 2二
感じるようなサービスの配達を妨げるかもしれない，サービスの供給者側でのJギャップとして
次の4つのものを羊げている。つまりそれbは1 消費者の期待と抽費者の期待についての経営





このゼイタムル他の議論については， 次のものを参照Dこと。 V.A Zeithaml， L. L. Berry， 
and A. Parasuraman，“Communication and Control Process. in t.hp. Dp.livery of Service 































32) 邑 H Fine，“Sodal and Nonpro:fit Marketing: Some Trends and Issues，" in R. W. Belk 
Ced.)， Advances問 Nonpro}itMarketing， Vol. 2， Greenwich， Conneticut: JAI Press， 1987. 
p.82 ζ0自体性に関していえば.どのよう tJ:~組織でも機関でも何等研の白樟性叫持ってし、るが，
非営剥機関白場合にはその自律性由度合が高いというととである。







































いくつか町基準が挙げられていあ。 そのリストに関しては改のもりを参照のζ と。 A.Meidan， 
“The Marketing of Tourism，" in G. Foxal1 Ced.)， ot. cit.， p.181 
